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「 積み重ねた135年の歴史に　 　
ピリオドを打ちます……」
たくさんの思い出を胸に、全校児童による「よびかけ」写真大。
学びやとの別れに先輩たちが駆けつける。写真小。
11月15日に行われた内川小学校閉校式にて。

（関連記事は４㌻）

今月のひとコマ



統計功労者表彰
11月６日、県庁第２庁舎で県統計

功労者表彰式が行われました。社会
の情報基盤としての統計調査で、功
績のあった２人が表彰されました。
菊地由紀さん（東磯ノ目）が総務

大臣から、柏正子さん（矢場崎）が
県知事からそれぞれ表彰されました。

11月２日、長年にわたり町議会議
員を務められ、地方自治の振興に貢
献されている澤田石亀雄さん（湯ノ
又）が、地方自治功労者として県知
事より表彰されました。

地方自治功労者
澤田石亀雄さん（湯ノ又）
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藍 綬 褒 章
川島　善道さん（水沢）

食品衛生功労者
山田　榮悦さん（小池町）

秋
の
叙
勲

こ
の
ほ
ど
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
当
町
の
川
島
善
道
さ
ん

（
水
沢
）
が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

地方自治功労表彰

町の産業文化が集結

総務大臣表彰
菊地　由紀さん
（東磯ノ目）

山田さんは飲食店経営の傍ら、長年
にわたり食品衛生の向上発展に尽くさ
れました。平成12年に県知事から、平
成19年には日本食品衛生協会長から、
それぞれ表彰されています。
また、平成７年から県食品衛生指導

員を務めるほか、今年から県食品衛生
協会常務理事を務められています。

川島さんは昭和56年から保護司と
して、29年にわたり更生保護に尽くさ
れました。平成９年に県知事から感謝
状が贈られ、平成18年には法務大臣か
ら表彰されています。
また、現在は潟上湖東地区保護司会
副会長、同地区協力雇用主会事務局を
務められ、更生保護のほか、地域にお
ける犯罪予防にも尽くされています。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

厚生労働統計功労者功績表彰
厚生労働統計功労者功績表彰
大臣官房統計情報部長表彰

伊藤　春美さん
（町　村）

10月28日、県庁で行われた環境・
保健事業功労者表彰式で伊藤春美さ
ん（町村）が表彰されました。伊藤
さんは調査において、意義を正確に
伝え、速やかな配布収集に努められ
ています。
また、平成14年には統計功労者と

して県知事から表彰されています。
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第33回産業文化祭を開催

11月１日から３日までの３日間、第33回
町産業文化祭が広域五城目体育館を主会場に
開催されました。
産業文化祭では、農産物や商工業製品の展

示や文化展・芸術展などが行われました。
また、農産の部など各部門の中から58点が

各賞を受賞し、11月３日の産業文化祭褒賞授
与式で代表９人が表彰されたほか、下賜受賞
者９人が紹介されました。

第33回産業文化祭第33回産業文化祭第33回産業文化祭ををを開催

11月１日から３日までの３日間、第33回

町の産業文化が集結

優秀農業賞を受賞した伊藤武昭さん（落合）

主
催
者
賞
を
受
賞
さ
れ
た

み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

◉
主
催
者
賞

♦
優
秀
農
業
賞

　
　
　
　

伊
藤　

武
昭
（
落　

合
）

♦
農
村
い
き
い
き
大
賞

地
域
農
業
活
動
部
門

　

清
流
の
会

　

代
表　

金
澤　

幸
則
（
坊
井
地
）

♦
農
産
の
部

優 

秀
賞　

 

嶋
﨑　

光
子
（
大
川
三
区
）

　
　
　
　

一
関　

康
子
（
久　

保
）

　
　
　
　

小
玉　

重
博
（
西　

野
）

　
　
　
　

加
藤　

武
男
（
石　

崎
）

　
　
　
　

草
皆
ミ
チ
ヱ
（
帝
釈
寺
）

優 

良
賞　

 

小
玉　

重
博
（
西　

野
）

　
　
　
　

本
間　

𠮷
金
（
舘　

越
）

　
　
　
　

畠
山
德
右
衛
門
（
西
磯
ノ
目
）

　
　
　
　

農
事
組
合
法
人　

山
ゆ
り

 

（
下
山
内
）

　
　
　
　

宮
川　

正
作
（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

菅
原　

一
義
（
築
地
町
）

奨 
励
賞　

谷
地
中
村
づ
く
り
組
合

 

（
谷
地
中
）

　
　
　
　

佐
藤　

修
二
（
築
地
町
）

　
　
　
　

伊
藤　

文
男
（
石　

崎
）

　
　
　
　

石
井　

勝
美
（
黒　

土
）

　
　
　
　

草
皆
ミ
チ
ヱ
（
帝
釈
寺
）

　
　
　
　

一
関　

敏
弘
（
久　

保
）

　
　
　
　

佐
々
木
仁
茂
（
岡
本
一
区
）

　
　
　
　

加
藤　

信
雄
（
石　

崎
）

♦
商
工
の
部

優 

秀
賞　

 

伊
藤　
　

弘
（
田　

町
）

　
　
　
　

齊
藤　

政
作
（
新
畑
町
）

　
　
　
　

一
ノ
関
祐
蔵
（
畑　

町
）

優 

良
賞　

渡
邉　
　

暹
（
東
磯
ノ
目
）

　
　
　
　

小
玉　

順
一
（
田　

町
）

　
　
　
　

一
ノ
関
祐
蔵
（
畑　

町
）

♦
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

優
秀
賞　

澤
田
石
三
男
（
小
川
口
）

優 

良
賞　

 

伊
藤　

賢
藏
（
町　

村
）

奨 

励
賞　

本
間　

𠮷
金
（
舘　

越
）

　
　
　
　

工
藤　
　

是
（
川
原
町
）

　
　
　
　

舘
岡
彦
一
郎
（
下
高
崎
）

♦
生
活
工
夫
展
の
部

優 

秀
賞　

大
原　

和
子
（
新
畑
町
）

優 

良
賞　

 

岩
谷　

弘
子
（
矢
場
崎
）

ア 

イ
デ
ィ 

ア
賞

　
　
　
　

加
藤
ミ
ヨ
子
（
野　

田
）

努 

力
賞　

 

堀
井
チ
ヨ
ヱ
（
昭
辰
町
）

　
　
　
　

草
皆
ヤ
ス
子
（
帝
釈
寺
）

♦
う
ま
い
米
づ
く
り
の
部

優 

秀
賞　

伊
藤　

昭
憲
（
岩
城
町
）

優 

良
賞　

 

猿
田　

政
博
（
上
樋
口
（下）
）

奨 

励
賞　

朝
野　

信
夫
（
上
山
内
）

　
　
　
　

島
崎　

喜
明
（
大
川
一
区
）

　
　
　
　

畑
澤　

甚
一
（
湯
ノ
又
四
区
）

♦
福
祉
展
の
部

優 

秀
賞　

畑
澤　

三
子
（
湯
ノ
又
三
区
）

努 

力
賞　

 

広
青
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー 

（
岩
城
町
）

　
　
　
　

伊
藤　

チ
ヨ
（
田　

町
）

　
　
　
　

本
間
タ
ケ
ノ
（
舘　

越
）

ア 

イ
デ
ィ 
ア
賞

　
　
　
　

伊
藤
ア
キ
ヱ
（
恋　

地
）

♦
文
芸
作
品
展
の
部

《
短　

歌
》

入 

選
一
位　

小
熊　

正
明
（
下
樋
口
）

入
選
二
位　

大
宮　

一
郎
（
浦
横
町
）

入
選
三
位　

工
藤　

誠
子
（
下
樋
口
）

佳
作
一
位　

松
橋　

テ
ル
（
浅
見
内
一
区
）

佳
作
二
位　

澤
田
石
和
子
（
湯
ノ
又
三
区
）

佳
作
三
位　

藤
田　

則
子
（
新　

町
）

《
俳　

句
》

入 

選
一
位　

本
間　

羊
山
（
舘　

越
）

入
選
二
位　

近
江　

安
司
（
新
畑
町
）

入
選
三
位　

伊
藤　

豊
子
（
八　

田
）

佳
作
一
位　

澤
田
石
和
子
（
湯
ノ
又
三
区
）

佳
作
二
位　

伊
藤　

み
ゑ
（
今　

町
）

佳
作
三
位　

近
江　

三
保
（
新
畑
町
）

《
川　

柳
》

入 

選
一
位　

加
藤　

星
花
（
一
番
町
）

入
選
二
位　

佐
々
木
良
可
（
昭
辰
町
）

入
選
三
位　

佐
藤
ち
ず
る
（
西　

野
）

佳
作
一
位　

佐
藤　

榮
子
（
谷
地
中
）

佳
作
二
位　

遊
佐　
　

治
（
中
川
原
）

佳
作
三
位　

小
玉　

大
川
（
大　

川
）
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夢・感動・感謝　内川小学校
～135年の歴史に幕～　内川小学校が今年度で閉校

11月15日、今年度で閉校する内川小
学校の閉校式が、同校体育館で行われま
した。在校生をはじめ、諸先生、卒業生、
地域の皆さんなど約300人が出席し、閉
校を惜しみました。同校は、明治８年に
湯ノ又小学校として開校し、校名変更や
校舎移転を経て、これまで3,374人の卒
業生を送り出しました。しかし、今年度
は新入生がなく、児童数は27人となり、
平成22年４月から五城目小学校と統合
することになりました。
閉校式では、渡邉町長が、「これまで

内川小学校を支えてきた皆さんに、敬意
と感謝を申し上げます。内川地区が更な
る発展を遂げられることを願っていま
す」と式辞を述べ、続いて畑澤校長が、「文
武両道を目指した子どもたちの活躍はす
ばらしいものがありました。夢・感動・
感謝を合い言葉に、一丸となって進んだ
学校生活は、いつまでも子どもたちの心
に残ることでしょう」とあいさつされま
した。

さようなら　ありがとう
続いて行われた内川地区合同文化祭で

は、「内川っ子　今昔物語」と題した劇
が披露され、全校児童が昔の子どもたち
や先生を演じたほか、地域の皆さんの大
正琴やコーラスも披露され、会場は和や
かな雰囲気に包まれました。
また、全校児童による「よびかけ」で

は、「家族、先生、地域の皆さんに支え
られ、新しい目標に向かって進んでいき
ます」と児童のメッセージが会場に響き
ました。

閉校記念碑を除幕
式典終了後、同校入口前で閉校記念碑

除幕式が行われ、「内川小学校　内川中
学校跡」と刻まれた記念碑が披露されま
した。



十
一
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ

た
新
嘗
祭
に
加
藤
光
儀
さ
ん
（
石

崎
）
の
粟
が
献
穀
さ
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
で
は
全
国
か
ら
献
上
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
な
ら

び
、
加
藤
さ
ん
の
粟
は
ふ
か
し

て
、
か
し
わ
の
葉
で
作
っ
た
器

で
供
え
ら
れ
ま
し
た
。
加
藤
さ

ん
は
「
自
分
の
作
っ
た
粟
が
献

穀
さ
れ
、
と
て
も
感
銘
を
受
け

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
で
、
人
間
の
和

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
加
藤
さ
ん
は
「
よ
り

い
っ
そ
う
農
業
に
励
み
、
粟
の

特
産
品
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い

で
す
」
と
今
後
の
目
標
も
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
に
開
か
れ
た

天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
を
記

念
す
る
式
典
に
伊
藤
容
一
郎
さ

ん
（
石
崎
）
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
平
成
二
年
に
行
わ

れ
た
大

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
の
悠ゆ

き紀
斎さ

い
で
ん田

の
大

田
主
に
選
ば
れ
た
経
歴
が
あ
り
、

全
国
の
農
業
分
野
の
代
表
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に

出
席
さ
れ
た
伊
藤
さ
ん
は
「
二

十
年
間
の
大
き
な
時
代
の
流
れ

を
感
じ
ま
し
た
。
大
変
光
栄
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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町芸術文化章授賞式

左から櫻田さん、渡辺さん、舘岡会長、菅生ユリ子さん、宮城さん

11月１日、町民センターで町芸術文化章授賞式が
行われました。授賞式では舘岡会長が「たくさんの
会員の皆さんが地域に根ざし、各分野で活躍されて
きました」とあいさつし、受賞された皆さんを祝い
ました。受賞された皆さんは、大日本茶道学会（代
表　櫻田由紀子さん）、渡辺松風（誠一）さん（川
柳すずむし吟社）、（故）菅生勲さん（五城目民謡森
鈴会）、宮城イヨ子さん（大正琴五城目地区琴修会）
の１団体、３個人。受賞者代表として、渡辺さんは「五
城目町は芸術文化が盛んな町。先人たちの思いを引
き継ぎ、これからも努力を重ねていきます」と話し
ていました。

天
皇
陛
下
即
位
二
十
年
記
念
式
典

伊い

と

う藤
容よ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
が
出
席

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
に
粟あ

わ

を
献
穀

粟
の
生
産
者　

加か

と

う藤
光み

つ
の
り儀
さ
ん

㈳日本ＰＴＡ全国協議会年次表彰式
内川小学校ＰＴＡが
会長表彰

中央左が畑澤校長、右が松橋PTA会長

11月18日にホテルニューオータニ（東京都）
で行われた、㈳日本ＰＴＡ全国協議会の年次表
彰式で、内川小学校ＰＴＡに表彰状が贈られま
した。
内川小学校ＰＴＡは、「内川ささら」を長年

にわたり育成し、継承するため尽くされたほ
か、千代田区での公演を通じ、姉妹都市交流に
貢献されています。
また、８月には東北ＰＴＡ連絡協議会長か

ら表彰状が贈られており、松橋広樹同校ＰＴＡ
会長は「２度の表彰で大変光栄です」と話して
いました。
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五城目朝市
500年記念 マラソン大会

▲

10km（30～39歳　男）
①豊間根正志 （秋田救難隊・32分40秒）
②尾崎　紀幸 （33分49秒）
③髙畑　政弘 （鹿角消防署・34分48秒）

▲

10km（30～39歳　女）
①菅原智恵子 （42分08秒）
②三浦裕美子 （42分39秒）
③児玉　樹理 （大潟小・44分53秒）

▲
10km（40～49歳　男）

①小武海　立 （スズキ部品秋田・34分51秒）
❷保坂　直紀 （五城目陸協・35分02秒）
③石岡　尊広 （青森市役所・35分03秒）

▲

10km（40～49歳　女）
①小笠原美智子 （木曽医院・38分01秒）
②工藤小百合 （クロベ・41分07秒）
③佐々木有希子 （たかのすLink・47分16秒）

▲

10km（50～59歳　男）
①菅原　　喬 （秋田LSDクラブ・36分31秒）
②富谷　俊信 （大森町RC・36分58秒）
③唐倉　一博 （37分50秒）

▲

10km（50～59歳　女）
①秋田　秀子 （41分59秒）
②近藤　則子 （暁ランナーズ・43分09秒）
③北林　　薫 （ア！シロート秋田・47分56秒）

▲

10km（60歳以上　男）
①熊沢　政雄 （東英RC・39分26秒）
❷佐藤　　実 （39分55秒）
③大友　　進 （秋田LSD・40分25秒）

▲

10km（60歳以上　女）
①神成　峰子 （秋田県走友会・46分52秒）
❷石井ミヤ子 （47分01秒）
③筒井リチ子 （48分00秒）

▲

20km（30歳未満　男）
①佐々木　信 （1時間10分54秒）
②佐々木公太
 （横手市消防署・1時間11分30秒）
③佐々木生吹 （1時間15分09秒）

▲

20km（30歳未満　女）
①清野　智子
 （サノファーマシー・1時間36分37秒）
②菅生　紗幸 （1時間49分12秒）
③林　　敦子 （1時間55分17秒）

▲

20km（30～39歳　男）
①佐藤　直哉 （高山木材・1時間09分12秒）
②武田　　保
 （秋田自衛隊・1時間10分37秒）
③畠山　孝直
 （八郎潟町役場・1時間11分40秒）

▲

20km（30～39歳　女）
①齊藤真樹子
 （桃ちゃん農園・1時間22分42秒）
②横尾　智子
 （A。T。M。・1時間30分53秒）
❸加藤　咲子 （藤岡農園・1時間38分31秒）

▲

20km（40～49歳　男）
①金沢　　潔
 （東北電力秋田技・1時間13分57秒）
②金沢　　元
 （秋田エルピーダ・1時間16分06秒）
③山崎　正保
 （動楽らんなあず・1時間18分25秒）

▲

20km（40～49歳　女）
①伊藤ゆかり （本荘鳥忠・1時間29分17秒）
②西岡　澄代 （1時間38分34秒）
③菅原　妙子
 （ラッキー！セブン・1時間38分48秒）

▲

20km（50歳以上　男）
①千馬　誠悦
 （中通総合病院・1時間13分26秒）
②小野寺重次 （1時間17分16秒）
③今野　英博
 （秋田ランナーズ・1時間17分26秒）

五城目朝市五城目朝市
秋空の下、五城目町を駆け抜ける

十
月
二
十
五
日
、
第
十
六
回
五
城
目
朝
市
五
百
年
記
念
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
広
域
五
城
目
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
朝
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
に
、
今
回
は

町
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
千
百
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は

好
天
に
恵
ま
れ
、
距
離
別
、
年
齢
別
の
種
目
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

含
め
た
三
十
種
目
で
、皆
さ
ん
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

浅
利
純
子
さ
ん
が
応
援
に
訪
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。競

技
終
了
後
に
は
、
広
域
五
城
目
体
育
館
内
で
豚
汁
が
振
る
舞

わ
れ
た
ほ
か
、
町
の
特
産
品
が
当
た
る
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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▲

2km（小学校１～４年生　男）
①近藤　大貴 （7分17秒）
❷田中　耕心 （五城目野球スポ少・7分21秒）
③笹村　雄斗 （金岡小学校・7分21秒）

▲
2km（小学校１～４年生　女）

①萩野　真理 （上小阿仁小・7分22秒）
②田中　優麻 （長木小・7分26秒）
③成田　美緒 （鷹巣東小・7分53秒）

▲

3km（小学校５・６年生　男）
①才村　流成 （旭川陸上部スポ少・９分43秒）
②佐藤　大雅 （明徳小・10分23秒）
③髙畑　弘也 （花輪小・10分36秒）

▲

3km（小学校５・６年生　女）
①佐々木彩乃 （豊川小・追分RC・10分21秒）
②鈴木　華音 （明徳女子ミニバス・11分03秒）
③高橋　由子 （牛島小・千秋SC・12分26秒）

▲

3km（中学校　女）
①児玉　柚稀 （中仙中・10分22秒）
②藤田　彩花 （鷹巣中・10分30秒）
③伊藤　瑠香 （東英RC・10分40秒）

▲

５km（中学校　男）
①佐々木彬弘 （16分27秒）
②萩野　孝広 （上小阿仁中・16分39秒）
③児玉　　涼 （能代第一中・16分42秒）
 ▲

５km（16～39歳　男）
①佐藤　　巧 （イーグルス・15分33秒）
②渡邊　　慶 （15分45秒）
③菅原　　徹 （菅原工務店・15分52秒）

▲

５km（16～39歳　女）
①村上百合子 （本荘由利陸協・19分42秒）
②綱島　淑子 （20分36分）
③佐藤　恵美 （タイガース・23分20秒）

▲

５km（40～59歳　男）
①清水　鳴浩 （秋田県庁・16分06秒）
②茂内　孝 （16分23秒）
③熊沢　仁 （東英RC・18分04秒）

▲

５km（40～59歳　女）
①杉渕　澄子 （体力増強計画・19分06秒）
②白戸まゆみ （21分25秒）
③小野　恵子 （秋田LSDクラブ・24分00秒）

▲

５km（60～69歳　男）
①大坂　久雄 （秋田一ツ森RC・18分08秒）
②小倉　賢一 （バイタルネット・19分13秒）
③小原　忠夫 （倭＆泰士チャン・19分31秒）

▲

５km（60～69歳　女）
①今井恵美子 （23分08秒）
②富樫　良子 （24分40秒）
③角　　誠子 （秋田走友会・25分21秒）

▲

５km（70歳以上　男）
①今野　久夫 （秋田県走友会・19分56秒）
②月泉　孝瑞 （秋田県走友会・24分10秒）
③角　　幸造 （秋田県走友会・27分03秒）

▲

10km（30歳未満　男）
①小玉　　大 （金砂クラブ・32分44秒）
②伊藤　一樹 （田沢湖鉄人会・33分16秒）
③保坂　貴俊  （熱血部・33分40秒）

▲

10km（30歳未満　女）
①鈴木　絵里 （㈱へいあん秋田・35分18秒）
②藤垣　江里 （45分25秒）
③中浜恵里香 （48分30秒）

第16回大会　上位の記録（敬称略）

順位　氏名　（所属・タイム）

田中　耕心さん（五小４年）

「 うれしかった！もっと　
上位を目指したい！」

保坂　直紀さん（大川１区）

「 天気がよく、気持ちよく
走れました！」

佐藤　　実さん（雀舘）

「 思った以上に　　　　
力が出せました！」

石井ミヤ子さん（小野台）

「 １位との差が９秒。　　
来年こそはリベンジ！」

加藤　咲子さん（西野）

「 昨年のタイムを　　　
更新できました！」

浅利純子さん㊨といっしょに
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新
型
インフルエン
ザ
ワ
クチン
接
種

優
先
接
種
対
象
者
への
助
成

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
は
な
く
、
重
症
化
な
ど
の

防
止
の
た
め
、
国
で
定
め
た
優
先
接

種
対
象
者
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
回
接
種
の
場
合
、
一
人
当
た
り
、

六
、一
五
〇
円
（
一
回
目
三
、六
〇
〇

円
、
二
回
目
二
、五
五
〇
円
）
の
負
担

と
な
る
た
め
、
優
先
接
種
対
象
者
へ

助
成
し
ま
す
。

▼
優
先
接
種
対
象
者

　

◆
妊
婦･

基
礎
疾
患
の
あ
る
方

　

◆ 

一
歳
か
ら
高
校
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
方
ま
で

　

◆ 

一
歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
護
者
等

　

◆
六
十
五
歳
以
上
の
方

▼
接
種
費
用
の
助
成
額

　

◆ 

一
回
目　

三
、六
〇
〇
円
の
う
ち

一
、八
〇
〇
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

◆ 

二
回
目　

二
、五
五
〇
円
の
う
ち

一
、二
〇
〇
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

※ 

二
回
目
の
接
種
を
一
回
目
と
異

な
る
医
療
機
関
で
行
う
と
、

三
、六
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
優

先
接
種
対
象
者
と
わ
か
る
も
の

を
、
左
記
医
療
機
関
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

接
種
費
用
が
無
料
に
な
る
方

優
先
接
種
対
象
者
で
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
と
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
接
種
費
用
が
無
料
に
な

り
ま
す
。
証
明
書
の
提
出
が
必
要

で
す
の
で
、
役
場
町
民
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
医
療
機
関

　

◆  

千
葉
内
科
医
院

（
☎
８
５
２
・
２
２
３
５
）

　

◆  

さ
さ
き
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
８
５
５
・
１
１
８
２
）

　

◆  

笹
尾
医
院

（
☎
８
５
２
・
２
０
４
２
）

　

◆  

ご
じ
ょ
う
め
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎
８
５
２
・
５
２
２
５
）

　

◆  

大
窪
胃
腸
科
内
科
医
院

（
☎
８
５
５
・
１
１
５
５
）

　

◆  

湖
東
総
合
病
院

（
☎
８
７
５
・
２
１
０
０
）

　

※ 

右
記
以
外
の
医
療
機
関
で
の
接

種
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
町

民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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町
内
保
育
園
入
園
の
ご
案
内

保
育
園
の
入
園
は
、
家
庭
の
都
合
で
保

育
で
き
な
い
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
申
込
書
を
よ
く
お
読
み
に
な
り
、

入
園
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
園
申
込
書
配
付
期
間

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
五
日
㈫
〜

十
七
日
㈭

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
㈫
〜

十
五
日
㈮

●
五
城
目
・
大
川
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
布
場
所

　
　
　
　
　
　

各
保
育
園

　
　
　
　
　
　

役
場
町
民
福
祉
課

・
受
付
場
所　

役
場
町
民
談
話
室

●
馬
場
目
保
育
園

・
入
園
申
込
書
配
付
場
所

　
　
　
　
　
　

馬
場
目
保
育
園

・
受
付
場
所　

馬
場
目
保
育
園

※ 

現
在
入
園
し
て
い
る
お
子
さ
ん
が
引
き

続
き
入
園
す
る
場
合
も
、
申
し
込
み
は

必
要
で
す
。

※  

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

（
☎
８
５
２
・
５
１
２
８
）
ま
で

五
城
目
幼
稚
園

新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

▼
入
園
資
格

・ 

三
歳
児
、
四
歳
児
、
五
歳
児

　

（
平
成
十
六
年
四
月
二
日
〜

同
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

・  

五
城
目
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
（
た
だ

し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
入
園
申
込
書
配
付
期
間

・ 

十
二
月
十
日
㈭
〜
十
五
日
㈫　

　

（ 

用
紙
は
五
城
目
幼
稚
園
と
町
教
育
委

員
会
に
あ
り
ま
す
）

▼
入
園
申
込
受
付
期
間

・ 

十
二
月
十
六
日
㈬
〜
十
八
日
㈮　

　

（ 

申
込
書
、
園
児
の
住
民
票
、
戸
籍
謄

本
を
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
）

※ 

現
在
通
園
中
で
引
き
続
き
通
園
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
７
２
）

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）
ま
で



子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲  

12月１日㈫・４日㈮
　「リズム遊び」
　午前９時30分～午前11時30分
　もりやまこども園
※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

園内や園庭で遊ばせたり、保護
者同士の情報交換ができる交流で
す。子育ての相談にも応じます。
月ごとに楽しい遊びを用意してい
ます。ぜひおいでください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前のお子さん
とその保護者▲

12月２日㈬
　「 園児とかかわりながら、好き
な遊びを楽しむ」

　午前10時～午前11時30分
　もりやまこども園
※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

「わんぱーく」に
来てね！

「ちびっこ広場」で
遊ぼうよ！

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
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お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・
お知らせカレンダー12月

■　健　　診　■
１日　3歳児健康診査
対象　平成18年４、５月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

14日　乳児健康診査
対象　平成21年８月生まれ

12時40分～13時
平成21年２月、５月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

15日　1歳6か月児健康診査
対象　平成20年３月～５月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　役場１階保健室

18日　1歳児健康相談
対象　平成20年11月、12月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
14日・21日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

７日・22日　いきいき健康教室
対象　対象者には通知済みです
受付　13時30分～15時
場所　 7日　町民センター
　　　22日　町屋内温水プール

10日　骨粗しょう症予防教室
対象　対象者には通知済みです
受付　9時50分～15時
場所　ケアセンター五城目

町民福祉課福祉保健係
☎８５２・５１８０

地
球
上
の
結
核
を
撲
滅
す
る
た
め
に

「
複
十
字
シ
ール
運
動
」に

ご
協
力
く
だ
さい

「
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
」
は
、

結
核
や
肺
が
ん
の
な
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
運
動
で
す
。

昨
年
は
皆
さ
ん
か
ら
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
二
十
四
万

一
、九
五
〇
円
の
募
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

今
年
も
「
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
」

へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民

福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８

０
）
ま
で
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全町花だんコンクール最優秀賞の
谷地中老人クラブの花だん
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メンタルヘルスクイズ
○×でお答ください。
1　 うつ病は、男性が女性よりなりやすい。
2　 うつ病にはいろいろな種類がある。
3　 昨年の日本の自殺死亡者数は３万人を超えて
いる。

4　 秋田県の平成20年度自殺死亡率は、交通事故
死者数の３倍である。

5　 うつは精神的に弱い人がなりやすい。

※答えはこのページの下にあります。

 町民福祉課　保健師

「
体
を
動
か
す
こ
と
、

働
く
こ
と
が
好
き
だ
」

と
、
元
気
に
語
っ
て
く

れ
た
□
□
□
さ
ん
。
現

在
も
自
分
の
身
の
回
り

の
こ
と
は
自
分
で
こ
な

さ
れ
る
ほ
か
、
天
気
の

い
い
日
は
散
歩
が
て

ら
、
よ
く
朝
市
へ
出
か

け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
八
十
歳
ぐ
ら

い
ま
で
は
畑
に
行
っ
て

作
業
を
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
山
へ
山
菜
や
キ
ノ
コ
採
り
に

行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
の
知
識
も
た
っ

ぷ
り
。
春
や
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
朝
市
か
ら
買
っ

て
き
て
家
族
に
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

スポーツ観戦が大好き！

□□□□さん（□□□□）

「
じ
っ
と
し
て
い
る

こ
と
が
な
い
」
と
家
族

に
言
わ
れ
る
□
□
さ

ん
。
現
在
も
畑
へ
作
業

に
行
っ
た
り
、
飼
っ
て

い
る
猫
を
探
し
て
外
に

行
っ
た
り
と
、
活
発
に

動
か
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。ま

た
、「
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
が
大
好
き
」
と
の

こ
と
で
、
普
段
テ
レ
ビ
で
見
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
も
、
相
撲

や
野
球
、
プ
ロ
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
今
年
の
夏
に
は
、

お
孫
さ
ん
か
ら
秋
田
市
で
行
わ
れ
た
大
相
撲
秋
田
場
所
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
そ
う
で
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
元

気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

山菜やキノコの先生

□□□□□さん（□□□）

♦90歳を迎えられた方（11月20日現在）
　10月21日　□□□□さん（□□□□） 11月12日　□□□□□さん（□□□）

【全町花だんコンクール】

●一般団体の部
最 優 秀 賞　 ▼谷地中老人クラブ
特別優秀賞　 ▼    西野松鶴会

【全県花だんコンクール】
特別優秀賞　 ▼  岡本老人クラブ盛寿会、上高崎老人クラブ光

明会、杉沢老人クラブ朋寿美会、下山内老人ク
ラブ、今町松葉会、下高崎老人クラブ

【全町花だんコンクール】

花いっぱい運動　花だんコンクール

町で90歳を迎えられた方をご紹介します ※掲載を希望しない方は、お祝いに伺う際にお知らせください。

山菜やキノコの先生

♦90歳を迎えられた方
10月21日　□

町で90歳を迎えられた方をご紹介します 元気に長生き！

こころはればれ
通信　　　Vol.40

メンタルヘルスクイズ

こころはればれ
40

答え：1×（女性が男性の２倍なりやすい）　2○（仮面うつ病、
そううつ病など）　3○（平成15年から６年連続）
4×（6.7倍）　5 ×（誰もがうつ病になる可能性があります） A



このたび行われた県中学校新人大会の
各種目で、優勝した五城目第一中学校の
選手の皆さんが、役場を訪れました。さ
らなるご活躍を期待します。
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町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
納
税
者
の
み
な
さ
んあ

り
が
と
う
」

柏　

友
里
絵
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

秋
田
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「 

税
金
の
大
切
さ
と

私
た
ち
と
の
関
係
」

石
井
美
菜
子
さ
ん（
五
一
中
三
年
）

「
税
金
」
私
た
ち
中
学
生
か
ら
し

て
み
れ
ば
、
難
し
い
言
葉
に
感
じ

ら
れ
、
生
活
に
ど
の
よ
う
な
つ
な

が
り
が
あ
る
の
か
、
く
わ
し
く
は

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
作
文
を
書
く
た
め
、
調
べ
て

み
る
と
、
私
た
ち
中
学
生
の
生
活

に
深
く
か
か
わ
り
、私
た
ち
が
「
税

金
」
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
生
活

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
い
つ
も
、
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
と
生
活
し
た
り
、
一
生

懸
命
勉
強
に
励
ん
で
い
る
中
学
校
。

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
環
境
で
、
め

ぐ
ま
れ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
た
く
さ
ん
の
「
税
金
」
の
お

か
げ
で
す
。
毎
年
、
何
冊
も
配
ら

れ
る
教
科
書
、い
す
や
机
も
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
々

が
一
生
懸
命
働
い
て
納
め
て
く
れ

た
「
税
金
」
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
教
科
書
や
学
校
の
物
を

大
切
に
使
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
他
に
私
が
関
心
を
持
っ
た

の
は
、
日
本
の
医
療
機
関
に
つ
い

て
で
す
。
一
般
的
な
病
気
で
そ
れ

ほ
ど
難
し
く
な
い
手
術
に
か
か
る

費
用
が
国
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
違

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
も
、
日
本
は
他
の

国
に
比
べ
、
と
て
も
安
い
費
用
で

手
術
が
受
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
費
用
の
大
部
分
を
「
税
金
」

で
負
担
し
て
も
ら
え
る
か
ら
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
よ

う
な
、
制
度
が
な
け
れ
ば
、
私
た

ち
は
医
療
費
に
今
よ
り
も
は
る
か

に
お
金
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
重
い
病
気
を
か

か
え
て
い
る
人
、
治
療
が
長
く
続

く
人
は
、治
療
費
を
払
え
な
く
な
っ

た
り
、
満
足
に
治
療
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
人
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
今
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

健
康
に
過
ご
せ
る
の
は
、「
税
金
」

の
力
が
と
て
も
大
き
い
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

国
に
納
め
た「
税
金
」に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
生
活
が
快
適
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
一
人
ひ
と

り
納
め
る
額
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

も
、
国
民
全
員
が
し
っ
か
り
納
め

る
と
、
人
の
た
め
、
国
の
た
め
に

と
て
も
役
立
つ
も
の
へ
と
変
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
作
文
の
お
か
げ
で

税
を
納
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
人
に
な
っ
て
も
、

働
か
ず
、「
税
金
」
を
き
ち
ん
と
納

め
な
い
人
も
い
る
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い

る
と
、
日
本
は
成
り
立
っ
て
い
か

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
日
本

の
国
民
と
し
て
の
「
納
税
の
義
務
」

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
必
ず
果
た
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
の
私
は
、
消
費
税
と

い
う
小
さ
な
額
し
か
納
め
ら
れ
な

い
し
、「
税
金
」
に
た
よ
っ
て
い
る

こ
と
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
の
夢
を
か
な
え
、

し
っ
か
り
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、一
人
の
日
本
国
民
と
し
て
「
税

金
」
を
納
め
、
国
民
の
生
活
が
少

し
で
も
よ
り
良
く
な
る
よ
う
貢
献

で
き
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

秋
田
北
地
区

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

石
井
美
菜
子
さ
ん
（
五
一
中
三
年
）

「
税
金
の
大
切
さ
と

私
た
ち
と
の
関
係
」

こ
の
た
び
行
わ
れ
た
中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
五
城
目
第
一
中
学
校
の
生
徒

二
人
が
秋
田
北
地
区
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞
と
町
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
は
十
一
月
二
十
六
日
、
五

城
館
で
開
催
さ
れ
た
税
務
懇
談
会

（
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
町

の
共
催
）
で
行
わ
れ
、
川
上
哲
也

会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

※ 

柏
友
里
絵
さ
ん
の
作
文
は　

来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

五
一
中
の
二
人
が
表
彰

新人大会の優勝報告
五一中７人のアスリート

左から、柔道男子81kg級　原田慎也さん（２年）、
陸上男子共通200m　島﨑悠太さん（２年）、
卓球女子団体の選手の皆さん
※同大会の上位の結果は13㌻に掲載しています。
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～生きる～「躍動」「希望」「育み」をテーマに、第41
回町ＰＴＡ研究集会を開催します。研究集会では、各テー
マごとにアトラクションや講演が行われます。どなたでも
参加できますので、皆さんおこしください。

▼主　催　町ＰＴＡ連合会、町教育委員会

▼日　時　12月５日㈯　午後１時～

▼会　場　町民センター

　 　 　 　 　 　躍　動　　 創作ダンス ･･･････午後１時35分～
　　　　　　　　　　ＧＯＪＯＭＥ夢舞明人キッズ

　 　 　 　 　 　希　望　　 ギター演奏　「ネバーギブアップ」
　　　　　　　　　　　　　　　　 ･･････････午後２時～
　　　　　　　　　　板橋かずゆきさん

　 　 　 　 　 　育　み　　  講演　「食卓の向こう側」
　　　　　　　　　　　　　　　　 ･････午後２時55分～
　　　　　　　　　　あきた活性化センター　泉　牧子さん

お問い合わせは、五城目小学校
事務局（☎852・2050）中田まで

●町が除雪を委託した業者

　五城目・馬川地区 ㈱畠　山
　馬 場 目 地 区 ㈱畠　山、佐々木造林㈲
　大川地区　・本 村 部 ㈲アイ・ケー
　　　　　　・本村部以外 ㈲森山建設
　内 川 地 区 ㈲沢忠林業
　森 山 地 区 石次建築、拓翔サービス
　富 津 内 地 区 佐々木造林㈲、㈲沢忠林業
　五城目外環状線（広域農道） ㈱セコー

ご協力をお願いします
◆玄関の除雪は各家庭で
・  玄関先など間口の除雪は、各家庭で行ってくだ
さい。
◆ 屋根の除雪、屋根からの落雪は家主の責任です
・  屋根の雪、屋根から道路への落雪は、家主が責
任を持って除雪してください。
◆車道へ雪を捨てないで
・  宅地内や会社敷地内の雪を道路に出すのはやめ
ましょう。
◆路上駐車はみんなの迷惑
・  たとえ１台の路上駐車でも大きな障害になりま
す。絶対にやめましょう。
◆ 第１・第３日曜日は全町除雪デー
・ 町内会で、除雪車の入れない道路などの除排雪
をお願いします。
※ お問い合わせは、
　役場建設課（☎852・5252）まで

町道の除雪にご理解とご協力を！

第41回町PTA研究集会
フォークグループで

メジャーデビュー経験
のある、小川ロンさん
のコンサートです。
一人ひとりの顔が見

える舞台を大事にす
る、小川ロンさんのギ
ター演奏。情感豊かな
メロディーをお聴きく
ださい。

▼日　時　12月４日㈮　午後６時30分～午後８時

▼会　場　五城館

▼料　金　1,000円（ドリンク１杯が付きます）
※ 五城館で食事をされた方には300円の割引券！当日
券のみ販売です。

お問い合わせは
五城館（☎852・5300）まで

小川ロン　フォークコンサート

歩行型除雪機
正しい操作で、安全除雪!
　毎年、雪のシーズンになると除雪機に
よる事故が多発しています。除雪機を使
うときには、次の点に注意してください。
◆ 除雪機に詰まった雪を取り除くときや、点検するとき
は、必ずエンジンを止めましょう。
◆ 除雪機に詰まった雪を取り除くときは、必ず雪かき棒を
使いましょう。
◆ 除雪機を操作するときは、足もとや後方の障害物に十分
注意しましょう。
◆ 除雪作業中は、周囲に人を近づけないようにしましょ
う。
※お問い合わせは、
　㈳日本農業機械工業会（☎03・3433・0415）まで



完
成
予
定
日
ま
で
あ
と
87
日
・
進
ち
ょ
く
率
46
％
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（
敬
称
略
）

県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

◆
女
子
団
体　

▼
優　

勝　

五
城
目
第
一
中
学
校

◆
男
子
団
体　

▼
第
３
位　

五
城
目
第
一
中
学
校

◆
男
子
個
人　

▼
第
３
位　

金
澤　

京
介（
２
年
）

県
中
学
校
新
人
柔
道
大
会

◆
男
子
81
㎏
級　

▼
優　

勝　

原
田　

慎
也（
２
年
）

◆
男
子
90
㎏
級　

▼
第
３
位　

伊
藤　
　

昌（
２
年
）

第
39
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

児
童
生
徒
理
科
研
究
発
表
大
会

▼
優
秀
賞　

豊
田　

里
香（
五
小
５
年
）

▼
優
良
賞　

舘
岡　

美
紅（
五
小
５
年
）

第
22
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
県
選
抜
小
学
校
水
泳
競
技
大
会

◆
女
子
総
合

　

▼
第
２
位　

五
城
目
小
学
校

◆
６
年
女
子
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

　

▼
第
１
位　

 

大
原
奈
々
、小
玉
美
紀
、猿
田
栞
那
、

齊
藤
明
日
香（
五
小
）

◆
６
年
女
子
２
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

　

▼
第
１
位　

 

大
原
奈
々
、小
玉
美
紀
、猿
田
栞
那
、

齊
藤
明
日
香（
五
小
）

第
21
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展

◆
絵
画
の
部

　

▼
県
知
事
賞　
　

工
藤　

舞
泉（
五
小
１
年
）

　

▼
魁
新
報
社
賞　

舘
岡　

美
紅（
五
小
５
年
）

　

▼
金　

賞　
　
　

本
間　

倫
子（
五
小
１
年
）

　

▼
銀　

賞　
　
　

大
原　

帆
加（
五
小
３
年
）

　

▼
銅　

賞　
　
　

栗
山　
　

香（
五
小
３
年
）

◆
書
写
の
部

　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　

金　
　

咲
帆（
五
小
４
年
）

　

▼
銀　

賞　
　
　

大
宮　

千
聖（
五
小
４
年
）

県
種
苗
交
換
会

◆
県
学
校
農
園
展

　

▼
優
良
賞　

内
川
小
学
校

第
37
回
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
女
子
の
部

　

▼
準
優
勝　

 

五
城
目
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

▼
優
秀
選
手（
ベ
ス
ト
５
）　

　
　
　
　
　
　

池
田　

真
央（
五
小
６
年
）

Ｊ
Ａ
共
済
小
・
中
学
生

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

▼
金　

賞　
　

石
井　

優
衣（
馬
小
２
年
）

▼
最
優
秀
賞　

齊
藤　

裕
太（
馬
小
５
年
）

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

▼
会
長
賞　

内
川
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

◆
県
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

　

▼
入　

選　

工
藤　

香
織（
内
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

洵
士（
大
小
２
年
）

◆
潟
上
市
・
南
秋
田
郡
コ
ン
ク
ー
ル

　

▼
入　

賞　

山
岡　

新
奈（
内
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　

島
﨑
か
ん
な（
大
小
３
年
）

小
学
生
酪
農
乳
業
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

▼
努
力
賞　

澤
田
石
那
美（
内
小
５
年
）

秋
田
書
道
展

▼
二　

等　

佐
藤　
　

槙（
大
小
２
年
）

▼
褒　

状　

加
藤　
　

瞳（
大
小
６
年
）

　
　
　
　
　

齊
藤　

夏
希（
大
小
６
年
）

　
　
　
　
　

伊
藤　
　

皐（
大
小
６
年
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

真
奈（
大
小
４
年
）

　
　
　
　
　

嶋
﨑　

茉
友（
大
小
４
年
）

　
　
　
　
　

島
﨑
か
ん
な（
大
小
３
年
）

　
　
　
　
　

加
藤　

佑
理（
大
小
３
年
）

環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▼
優
秀
賞　

嶋
﨑　
　

陸（
大
小
６
年
）

空
手
秋
季
東
北
大
会

◆
１
・
２
年
型
の
部

　

▼
優　

勝　

佐
藤　

洵
士（
大
小
２
年
）

12
月
１
日
現
在

「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」

五城目第一中学校屋内運動場建設工事が進行中！
▼ 

屋
内
運
動
場
と
武
道
場

五
城
目
第
一
中
学
校
屋
内
運
動

場
建
設
工
事
は
、
平
成
二
十
二
年

二
月
二
十
六
日
の
完
成
を
目
指
し

て
、
順
調
に
作
業
が
進
ん
で
い
ま

す
。建

設
中
の
屋
内
運
動
場
と
武
道

場
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一

部
鉄
骨
造
で
す
。
一
階
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
二
面
の
フ
ロ
ア

に
な
り
、
二
階
は
剣
道
場
と
柔
道

場
に
な
り
ま
す
。
完
成
す
る
と
、

旧
体
育
館
が
す
っ
ぽ
り
と
入
る
ほ

ど
の
広
さ
に
な
り
ま
す
。

▼ 

頑
丈
な
構
造

建
物
中
心
部
に
な
ら
ぶ
柱
の
幅

は
１
ｍ
。
そ
の
太
い
柱
を
つ
な
ぐ
大

き
な
は
り
4

4

が
二
階
を
支
え
、
と
て

も
頑
丈
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
終
了

基
礎
や
柱
、
壁
な
ど
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
事
が
終
了
し
、
建
物
の

形
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
進

行
中
の
屋
根
工
事
は
十
二
月
中
旬

に
終
了
す
る
予
定
で
す
。



2／ チャレンジデー実行委員会 
 （町民センター）

3／消防幹部会懇親会（松鯉）

5／ 五城目町ＰＴＡ研究集会 
 （町民センター）

町グラウンドゴルフ協会総会
   （五城館）

7／12月定例会（～11日  役場）

10／あきぎん会（松竹）

22／酒米研究会総会（五城館）

30／仕事納めの式（役場）

五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（10月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

祝　費 1件 秋田県農業士認定に伴う祝賀会 10,000円

会　費 2件
町村長行政視察研修懇親会、天皇陛下即位20年奉
祝秋田県民の集い懇親会

17,000円

接　遇 4件
県内市町村と近畿・中部地区企業との懇談会、シ
ンポジウム開催時会食・お土産、上京時お土産、
県内市町村と首都圏企業との懇談会

67,378円

その他 2件 名刺代、農業倉庫竣工式 10,130円

合 計 9件 104,508円

平成21年４月～10月の合計 696,793円

　

町長の主な予定（12月）

ハイ！

まちづくり課です
町民の皆さんによる 　　　　　　
「まちづくり活動」を応援しています

地域を元気にする活動や、地域をきれいにする活動な
どご相談ください。
※ お問い合わせは、役場まちづくり課（☎852・5361）まで

大川町内会の皆さんによる、
町内町道沿線の桜のせん定作業（11月８日）

「日本年金機構」が
平成22年１月１日からスタート！

社会保険庁が廃止され、
新たに「日本年金機構」へ
皆さんの信頼に応え、いっそうのサービス向

上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を
一新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。▲  

現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに
「年金事務所」と名前が変わりますが、年金相談
などの窓口として引き続きご利用ください。▲  

日本年金機構の設立により、皆さんに手続きを
していただくことはありませんので、ご安心くだ
さい。
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問い合わせ先
秋田社会保険事務局（☎883・1655）

社
会
保
険
庁

➡➡ 廃止
➡

➡

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

日本
年金機構

厚生
労働省

平成22年１月１日



関
西
の
「
あ
ち
ゃ
こ
ち
ゃ
」
に
張
っ
た
「
元

わ
ら
し
」
の
根
っ
こ
も
年
月
が
た
ち
関
西
の
風

雨
に
耐
え
て
、
今
で
は
立
派
な
浪
速
の
芋
づ
る

に
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
仲
間
っ
こ
の
会
が
生

ま
れ
て
十
四
年
、
最
初
は
小
さ
な
会
で
し
た
が
、

周
り
を
粘
り
強
く
照
ら
し
て
き
た
会
が
近
畿
五

城
目
会
で
す
。

芋
づ
る
の
苗
を
植
え
、
心
の
シ
ャ
ワ
ー
で
成

長
さ
せ
今
日
ま
で
ご
苦
労
な
さ
っ
た
の
が
前
会

長
の
飯
田
充
宏
さ
ん（
築
地
町
）と
現
会
長
の
伊

藤
鉄
男
さ
ん（
紀
久
栄
町
）の
お
二
人
方
で
す
。

お
陰
様
で
集
ま
れ
ば
人
脈
の
つ
る
は
ジ
ャ
ッ

ク
と
ま
め
の
木
以
上
に
ズ
ン
ズ
ン
伸
び
、
お
ま

け
に
笑
い
と
涙
の
名
も
な
い
花
が
咲
い
て
し
ま

う
の
で
す
。
今
年
の
五
月
の
総
会
で
た
く
さ
ん

の
花
が
咲
く
は
ず
で
し
た
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
よ
っ
て
中
止
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
あ

る
方
は
、
介
護
で
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
し

ん
ど
く
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
あ
る
日
、「
お

母
さ
ん
た
ま
に
は
五
城
目
会
に
行
っ
て
楽
し
ん

で
き
た
ら
」
と
い
う
子
供
の
声
に
救
わ
れ
、
こ

の
秋
の
集
い
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
な

つ
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
、
笑
顔
で
お
話
さ
れ

る
姿
を
見
て
「
え
が
た
、
え
が
た
」
と
よ
ろ
こ

び
ま
し
た
。

実
は
こ
の
秋
の
集
い
の
中
に
中
止
に
な
っ
た

総
会
の
案
件
を
入
れ
て
第
十
四
回
の
ミ
ニ
総
会

は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
集
い
に
公
務
ご

多
忙
な
中
、
渡
邉
町
長
、
荒
川
議
長
そ
し
て
猿

田
産
業
課
長
が
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
た
ず
さ
え

て
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
町
の
様
子
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

懐
か
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
会
と
し
て
は
初

め
て
の
鍋
料
理
を
囲
み
酒
も
進
み
歌
や
踊
り
も

加
わ
っ
て
、
芋
づ
る
は
さ
ら
に
伸
び
た
よ
う
で

し
た
。

顔
を
見
て
幼
少
の
頃
に
思
い
を
は
せ
て
、
心

の
中
の
引
き
出
し
を
久
し
ぶ
り
に
開
け
ら
れ
る

こ
と
は
、
考
え
て
み
れ
ば
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
ご
都
合
で
ご
参
加
で
き
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ボ
チ
ボ
チ
で
い
い
で
す
。

ご
都
合
つ
い
た
時
、
気
楽
な
気
持
ち
で
き
て
く

だ
さ
い
。
芋
づ
る
の
葉
っ
ぱ
が
元
わ
ら
し
の
、

あ
な
た
を
や
さ
し
く
つ
つ
み
ま
す
よ
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
五
城
目
町
の
皆
様

も
是
非
関
西
見
物
に
お
越
し
下
さ
い
。
お
待
ち

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
ち
ら
さ
ま
も
近
づ
く

冬
に
備
え
て
、
ど
う
か
お
体
を
大
事
に
。

　

伸
び
ろ　

伸
び
ろ

　

芋
づ
る（
人
脈
）の
葉
っ
ぱ

近
畿
五
城
目
会

　

【　

短 　

歌　

】

高
野
山
息
子
が
墓
参
せ
し
と
聞
き

一
瞬
よ
ぎ
る
亡ち

ち父
の
面
顕
ち

 

米
沢
町　
　

荒
川　
　

蓮

ア
ル
バ
ム
を
め
く
り
て
校
歌
口
ず
さ
む

六
十
年
前
の
乙
女
と
な
り
て

 

浅
見
内　
　

松
橋　

テ
ル

山
並
の
稜
線
輝
く
そ
の
瞬
間

き
ら
り
と
光
り
陽
は
昇
り
た
る

 

新　

町　
　

藤
田　

則
子

亡は

は母
の
声
十
指
に
あ
ま
る
わ
が
趣
味
を

夢
に
諭
さ
れ
覚
め
い
る
秋
夜

 

新　

町　
　

山
平　

富
子

　

【　

俳 　

句　

】

政
権
交
代
一
色
と
な
る
虫
時
雨

 

長　

町　
　

大
島
つ
む
ぎ

峡か
い

の
水
澄
み
て
政
権
交
代
す

 

湯
ノ
又　
　

畑
澤
ト
ミ
子

青
空
を
広
げ
て
お
り
ぬ
赤
蜻
蛉

 

新　

町　
　

高
橋　

房
子

木
枯
や
火
の
用
心
の
広
報
車

 

湯
ノ
又　
　

畑
沢
タ
マ
子

　

【　

川　
 

柳　

】

玄
関
の
花
が
笑
顔
で
出
迎
え
る

 

新　

町　
　

大
原
み
ど
り

夏
の
夜
の
花
火
が
生
ん
だ
プ
ロ
ポ
ー
ズ

 

東
磯
ノ
目　
　

菊
地　

政
明

人
の
愛
雨
が
降
っ
た
ら
傘
を
差
す

 
中
川
原　
　

猿
田　

寒
坊

一
つ
覚
え
ひ
と
つ
忘
れ
て
ゆ
く
輪
廻

 
広
ヶ
野　
　

佐
々
木
敏
子

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

近
畿
五
城
目
会

ハイ！
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平成20年12月に、今町出身の畑澤裕子さん（東京都）から瓶状つぼの焼き
物が寄贈されました。このような瓶状のつぼは「すず」と呼ばれ、元町文化財
保護審議会長の分銅日香さん（紀久栄町）の鑑定の結果、「五城目焼」と認め
られました。「五城目焼」は非常に数が少なく、とても貴重な焼き物です。こ
の「すず」をはじめとする「五城目焼」を文化の館に展示していますので、ぜ
ひ皆さんご覧ください。
※お問い合わせは、町教育委員会　生涯学習課（☎852・4411）まで

町指定文化財「五城目焼」すず（瓶状つぼ）を展示

高さ　25㎝
胴部径　16㎝
底部径　9.3㎝

近畿五城目会の皆さん



12月は「飲酒運転追放強調月間」です
飲酒運転の根絶： 飲酒運転は、運転者はもちろん、周囲の人

も責任を問われる場合があります。

❖「飲酒運転４ない運動」を進めましょう。

　◉運転するなら酒を飲まない　　　　　◉運転する人に酒を飲ませない

　◉酒を飲んだら運転しない　　　　　　◉酒を飲んだ人に運転させない

「年末の交通安全運動」
12月11日（金）～20日（日）
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で（平成22年３月31日
までに工事が完成してい
ること）

※詳細は左記問い合わせ先まで。

情報を求めています！

　12月10日㈭から16日㈬までは「北
朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。日
本人拉致容疑の情報をお持ちの方は、
五城目警察署までお知らせください。

農業所得収支計算説明会を開催

　農業所得収支計算説明会を開催しま
すので、白色収支計算農家の方はぜひ
ご参加ください。▲

日　時　12月８日㈫　午前10時～▲

会　場　 JAあきた湖東　本所　２F
※詳細は上記問い合わせ先まで。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
・10月19日　3万円　□□□□さん
　富　田　（亡き父□□さん）
・10月19日　3万円　□□□□□さん
　一番町　（亡き夫□さん）
・10月26日　3万円　□□□さん
　樋　口　（亡き母□□さん）
・10月30日　5万円　□□□□さん
　町　村　（亡き父□□□さん）
・11月13日　3万円　□□□□□さん
　小　倉　（亡き父□□さん）▲

寄附金
・10月19日　20,000円
　 歌謡舞踊チャリティーショー実行委
員会　 □□□□さん
　（カラオケチャリティーの収益金）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

❖12月７日㈪　午前10時から
　本会議　 町長行政報告

❖12月８日㈫　午前10時から
　本会議　 一般質問、議案上程

❖12月９日㈬　午前10時から
　本会議　  議案上程
　各常任委員会

❖12月10日㈭
　各常任委員会

❖12月11日㈮　午前10時から
　本会議　 各常任委員長報告
※ お問い合わせは、町議会事務局
　（☎852・5411）まで

町議会12月定例会の日程（予定）
町議会を

傍聴してみませんか

問い合わせ先
五城目警察署（☎852・4100）

問い合わせ先
役場税務課（☎852・5144）

平成21年飲酒運転等追放競争　７位（全県25市町村・平成21年10月末現在）

秋田朝日放送（AAB）

12月７日㈪
午後６時40分～

第7回あきたふるさと
手作りCM大賞2009

今年も五
城目朝市

をPR!

さぁ結果
はいかに

？

ご期待を
!!
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公営住宅の入居者を募集

　住宅に困きゅうしていて、月額所得15
万８千円以下（身体障害者の方は21万4
千円以下）の方で、同居家族がいて、申込
者または同居家族・親族が暴力団員でな
いことが申し込み資格です。

〔新広ケ野住宅〕▲

住　宅　34号
　　　　　入居予定日１月１日㈮▲

住　所　五城目町高崎字広ケ野148▲

構　造　木造平屋建　築14年
（風呂あり）▲

家賃月額　16,200円～24,100円
（所得によって異なります）▲

敷　金　家賃の３か月分

〔矢場崎住宅〕▲

住　宅　５号（身体障害者向）
　　　　　入居予定日１月１日㈮▲

住　所　五城目町川崎字宮花10－23▲

構　造　木造平屋建　築24年
（風呂あり）▲

家賃月額　14,100円～21,000円
（所得によって異なります）▲

敷　金　家賃の３か月分
※ 募集は12月14日㈪まで。申込用紙
は役場２階の建設課にあります。詳
細は上記問い合わせ先まで。

し尿のくみ取りはお早めに！

　くみ取りの申し込み締め切りは下記
のとおりですので、お早めにお電話く
ださい。▲

申込締め切り日　12月19日㈯▲

申し込み先
　・五城目衛生舎 ☎852・3867
 ☎852・3440
　・南秋衛生舎 80120・54・2746
 ☎854・2746

▲

会　場　五城館▲

内　容　 職場の規律と人間関係、仕
事の道徳など

※ どちらも受講料は無料です。これら
のセミナーは雇用保険受給者の求職
活動としてカウントが可能です。申
し込みは左記問い合わせ先まで。

町で働く方を募集します！

▲

募集人数　1人（幼稚園園務員）▲

仕事内容　 幼稚園構内の草刈り・除
雪、園舎等の修理・修繕、役
場への書類送達など▲

任用期間　平成22年１月６日㈬～
３月31日㈬

　　　　　　※任用期間の延長あり▲

勤務時間　 １日８時間基本賃金　
5,200円（日額）

　　　　　　社会保険、雇用保険加入▲

必要資格　普通自動車運転免許▲

雇用条件　 平成21年12月1日現在で
満65歳未満の方

※ 申し込みは12月14日㈪までに役場
総務課まで履歴書を持参してくださ
い。詳細は上記問い合わせ先まで。

住まいづくりを応援！

　県では住宅を新築または改修などす
る方に、住宅ローンの利子の一部を助
成しています。▲

助成内容
 （新　築） 住宅ローン償還残高の当初

５年分の利子相当額の１／
２（80万円を限度）

 （改　修） 住宅ローン償還残高の当初
３年分の利率1.5％（40万円
を限度）▲

申込期間　 平成22年３月31日㈬ま

※ 今年は12月29日㈫までくみ取りを行
います。来年は１月７日㈭からくみ取
りを始めます。ご注意ください。

屋内温水プールからのお知らせ

　12月20日㈰はクリスマス水泳大会
のため一般の利用はできません。ま
た、12月28日㈪から平成22年1月31
日㈰までは機械整備のため休館しま
す。なお、平成22年2月2日㈫からは
通常通り開館しますのでぜひご利用く
ださい。

パソコン教室受講生を募集

　オリジナルカレンダーづくりに挑
戦！ぜひご参加ください。▲
会　場　中央公民館▲

期　日　12月10日㈭、11日㈮
　　　　　　17日㈭、18日㈮▲

時　間　午後6時30分～午後8時30
分▲

定　員　10人
※ 12月4日㈮より申し込みを受け付け
し、定員になり次第締め切ります。
詳細は上記問い合わせ先まで。

仕事に役立つセミナー情報！

（クレーム対応力アップ研修）▲

日　時　12月12日㈯
　　　　　午後1時30分～午後3時30分▲

会　場　五城館▲

内　容　 万が一のクレーム対処法、
心と言葉のテクニックなど

（職場での基本行動研修）▲

日　時　12月19日㈯
　　　　　午後1時30分～午後3時30分

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5112）

問い合わせ先
町地域雇用創造協議会（☎852・5222）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
役場総務課（☎852・5332）

問い合わせ先
県建築住宅課（☎860・2561）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2010年 １月ごみ収集日程表

平成21年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　齊藤　裕太さん）

リサイクル　明日を変える　第一歩

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
一
月
一
日
㈮
か
ら
一
月
三
日
㈰
ま
で
と
、一
月

十
一
日
㈪
成
人
の
日
は
、燃
え
る
ご
み
の
収

集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

資
源
ご
み
と
不
燃
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は

広
報
ご
じ
ょ
う
め
６
月
号
11
㌻
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆ 

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
機
器
の
冷
蔵

庫
、家
庭
用
冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、洗
濯

機
、衣
類
乾
燥
機
の
収
集
は
、家
電
製
品
取
扱

店
ま
た
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

付
け
ま
す
。（
8
０
１
２
０・５
３
７
９
１
５
）

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
福

祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日・20日（水）（全町）

14日・17日・14日
18日・21日・25日
28日

15日・18日・12日
15日・19日・22日
26日・29日

16日・19日・13日
16日・20日・23日
27日・30日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）
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なまえ

なまえ

不
法
投
棄
禁
止

美
し
い
郷
土
は
地
域
住
民
の
力
で
！

　

 

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
！

　

皆
さ
ん
の
力
で「
地
域
の
環
境
」を
守
り
ま
し
ょ
う

♦ 

不
法
投
棄
し
た
者
に
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
、
一
、〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

♦
土
地
所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

　

 

私
有
地
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
場
合
は
、
土
地

所
有
者
や
管
理
者
は
自
ら
の
責
任
で
適
正
に
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
場
所
に

な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◉ 

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

◆ 

電
気
式
の
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

（
屋
内
・
屋
外
用
）
を
購
入
し
た
方
に
、
購
入

額
の
二
分
の
一
（
限
度
額
＝
電
気
式
二
万
円
・

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
三
千
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◉ 

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
回
収
と
再
利
用
に
つ
い
て

◆ 

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
不
用
の
場
合
は
町
で
回
収
し
、
必

要
な
方
に
お
譲
り
し
ま
す
。

▼
回
収
方
法　

 

き
れ
い
に
洗
っ
て
役
場
町
民
福
祉

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

※
注　
　

意　

 

再
利
用
で
き
な
い
も
の
（
ふ
た
の

ゆ
が
み
が
あ
っ
た
り
、
破
損
し
て

い
る
場
合
）
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５

１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
の
出
し
方
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

し
っ
か
り
覚
え
て

き
れ
い
な
町
に！



日 月 火 水 木 金 土

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで

３
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●だ CM13：20
（秋田朝日放送）

●だ CM15：00
（秋田朝日放送）

○  大川保育園おゆ
うぎ会

（9：30～）
○  町PTA研究集会
（町民センター・

13：00～）

30 31 1月1日
○  天皇誕生日

○  元日
○ 年始特別警戒
　（３日まで）

○ 食育の日　
○ 職場での基本行
動研修（五城館・

13：30～）

○  飲酒運転追放強
調月間

○  もりやまこども
園もちつき会
（10：00～）

○  年末の交通安全
運動（20日まで）

○  クレーム対応力
研修（五城館・

13：30～）

○ 大川保育園もち
つき会（9：30～）

○ クリスマス水泳
競技大会（屋内
温水プール・

13：00～）

○  大川保育園クリ
スマス会
（10：00～）

○  馬場目保育園ク
リスマス会
（10：00～）

○  五城目幼稚園ク
リスマス会
（10：00～）

○  町内小・中学校
冬季休業（１月
13日まで）
○  五城目幼稚園冬
季休業（１月12
日まで）

○ 消防年末特別警
戒（31日まで）

○ 朝市健康相談室
（朝市案内所「い
ぢび」・10：00～）

○ 朝市健康相談室
（朝市案内所「い
ぢび」・10：00～）

○ あきたふるさと
手作りCM大賞
2009（秋田朝日
放送・18：40～）

○ 役場閉庁
　（1月5日まで）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

No.165

おたんじょうおめでとうございますおくやみ申し上げます
□　□　□　□さん 92歳 10月 1日 浦　横　町
□　□　□　□さん 74歳 10月 1日 広　ケ　野
□　□　□　□さん 71歳 10月 4日 紀久栄町
□　□　□　□さん 97歳 10月 5日 水　　沢
□　□　□　□さん 85歳 10月 7日 広　青　苑
□　□　□□□さん 81歳 10月 9日 脇　　乙
□　□　　　□さん 77歳 10月11日 田　　町
□　□　□□□さん 93歳 10月11日 西磯ノ目
□　□　□　□さん 78歳 10月12日 浦　横　町
□　□　□　□さん 92歳 10月18日 畑　　町
□　□　□　□さん 59歳 10月18日 町　　村
□　□　□□□さん 88歳 10月21日 谷　地　中
□　□　□　□さん 88歳 10月21日 小　　倉
□　□　□　□さん 50歳 10月23日 高　　千
□　□　□　□さん 93歳 10月24日 浦　横　町
□　□　□　□さん 74歳 10月25日 黒土２区

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成21年10月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,206 （－18） （－241）
（男） 5,244 （－10） （－139）
（女） 5,962 （－08） （－102）
世　帯 4,147 （＋01） （＋020）

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

□　□　□　□ちゃん 10月13日 □ 　・ 　□　□ 下　山　内

□　□　□　□ちゃん 10月14日 □　□・□　□ 東磯ノ目

臣

▼
「
事
業
仕
分
け
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。こ
れ
を
ヒ
ン
ト
に「
自4

業4

仕
分
け
」
を
実
施
し
、
出
費

の
無
駄
を
洗
い
出
す
。
▼
形
式

的
に
支
払
い
を
続
け
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
重
要
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
、
実
は
重
要
で
は

な
か
っ
た
と
気
付
い
た
と
き
は
、

自
分
の
行
動
を
見
直
す
チ
ャ
ン

ス！
▼
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
、

買
い
物
を
し
た
ら
レ
シ
ー
ト
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
週
末
に
見
返

す
だ
け
で
も
効
果
あ
り
。
た
だ
、

レ
シ
ー
ト
を
見
る
た
め
に
、
買
い

物
を
す
る
な
ん
て
こ
と
の
な
い

よ
う
に
。
▼
無
駄
カ
ッ
ト
だ
け

で
は
面
白
く
な
い
の
で
、
選
択

と
集
中
。
家
庭
で
は
「
家
事
仕

分
け
」
を
。
選
択
す
る
ほ
ど
、

で
き
る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
気

付
く
。
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「 お姉ちゃんと早く
　遊べるようになるといいネ♥」
　　　　　　　パパ、ママより

広
報

平
成
2
1
年
1
2
月
１
日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.905　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342 　6
018（

852）3151 　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

はじめまして

□□　□□　です
よろしくネ！


